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大会・公式戦結果 

 TOP  

【県社会人サッカー2 部リーグ】 

vs FC AIVANCE横須賀 1-2● 

 

 JUNIOR YOUTH  

【県 U-15 リーグ】 

vs PANGEA FC  5-1○ 

 

 小 6  

【JFA U-12 リーグ】 

vs 平戸 FC  3-2○ 

 

 Papas  

☆Rec 

【県五十雀 3 部リーグ】 

vs 茅ヶ崎ウエスト  1-4● 

 

☆Comp 

【県四十雀 1 部リーグ】 

vs 緑ヶ丘   3-1○ 

vs 栄光 40  1-0○ 

 

☆市リーグ 

【Over50】 

vs 翠嵐 50  3-1○ 

 

今、グラウンドでは･･･ 

TOP 

【県社会人リーグ】 

5 月 26 日にリーグ戦を行い、FC 

AIVANCE横須賀シティに 1‐2で敗れ

ました。これで通算 2勝 2敗となりまし

た。試合は 0-1で後半 78分に追いつ

き、かながわクラブ優勢のまま終盤を

迎えたのですが、ロスタイム 5 分の最

後の最後に一瞬のスキを突かれて敗

戦となりました。 

このところ重要視しているのは、試

合の入り方です。この試合も試合序

盤は積極的にボールを奪いに行くこ

とができず、先制を許してようやく後

半になってから、全体的に動けるよう

になりました。試合開始から積極的に

行くことは、体力を消耗するリスクもあ

りますが、ゲーム全体をトータルで考

えると、その試合を優位に運べるかど

うか、重要なポイントになります。今の

TOP チームは練習量も多く、走れる

選手も多く、コンディションもかなり上

がってきています。次のリーグ戦は積

極的な試合展開ができると思います。 

次節はホームしんよこフットボール

パークでの試合になります。夜の試合

になりますが、ぜひ応援に来てくださ

い！よろしくお願いいたします。 

【次節】 

6月 23 日（日） 

しんよこフットボールパーク 

19:05 キックオフ vs 横浜ミラン 

【オフィシャルサイト TOP チームページ】  

http://www.kanagawaclub.com/topteam.html 

(中本 洋一） 

 

YOUTH 

 現在のユースは 6月中旬から始まる

U-18 リーグに向けて、一つひとつのト

レーニングを大切に活動しています。

公式戦がない週の土曜日には筋トレ、

火曜日にはボールを使いながら体力

向上と足に負荷がかかるトレーニング

をやっています。サッカーはチームス

ポーツであり、全員で協力することが

求められます。しかし助け合うことだけ
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が全てではないです。どこかを助けに

いくと必ず別のところが手薄になりま

す。相手は必ず手薄になったところ狙

ってきます。まずは一人でも戦える力

を身につけてほしいと思っています。 

とは言ってもサッカーは一人で戦え

るスポーツではありません。味方と協

力プレー、コミュニケーションを取らな

くてはいけない場面もあります。まだ

まだかながわクラブ JY から上がった

子たちと新しく加入した子たちが上手

くコミュニケーションがとれていないの

で、改善していかなければいけない

なと思っています。 

個人としても、チーム全体としても

成長したと思えるような U-18 リーグに

していきましょう。 

（今川 暉一朗） 

 

JUNIOR YOUTH 

5月の U15 リーグの 2試合をもって、

全日程が終了いたしました。この期間

中、皆さまのご協力と応援が選手たち

の大きな力となりました。心より感謝申

し上げます。 

最終順位は、1位や2位とは勝ち点

差 2 の 3位という非常に悔しい結果と

なりました。しかしながら、大会を通じ

て選手全員が一丸となり勝利に向か

って戦う姿勢を見せ、「守備から攻撃」

という意識が高まりました。特に複数

失点が 0 であったことは、選手たちの

成長を実感する要素でした。 

ただし、上位チームとの試合では

相手ディフェンス陣を思うように崩せ

ず、苦しい展開が続きました。この課

題を大会中に解決することができず、

惜しくも昇格を逃してしまいました。 

昇格は果たせなかったものの、選

手たちのサッカー人生は続きます。後

期のU15 リーグに向けて、6月は個人

の技術向上に重点を置いて活動して

いく予定です。受験勉強やテストなど

で忙しい時期かと思いますが、個々

のレベルアップを図り、後期リーグや

その後の高校生年代の舞台に繋げ

ていきましょう！     (古山 未来) 

 

小 6 

保護者の皆様、まずは U-12 リーグ

に関してご理解ご協力いただきありが

とうございました。暖かいご声援とご協

力もあり無事に U-12 リーグを終えるこ

とができましたし、選手たちも本気で

サッカー(貴重な公式戦)に全力で挑

めたと思います。今後とも選手のサポ

ートの程よろしくお願いいたします。 

U-12 リーグの最終結果は 10 チー

ム中 3 位という結果で終わりました。1

番目の目標でもあった 1 位を取ること

はできませんでしたが 2 番目の目標

の上位に入ることは達成する事がで

きました。今回の U-12 リーグを通して

チーム力はかなり上がったと思います。

そして、一人ひとりが一生懸命プレー

してくれるようになったことが私として

はすごく嬉しいです。公式戦と公式戦

の期間のトレーニングだけでなく公式

戦がない期間のトレーニングや練習

試合もひたむきに向上心をもって取り

組んでほしいなと思っています。 

今回の U-12 リーグは成果もたくさ

んありましたが、課題もたくさん見つか

りました。まだまだ積極性が足りない

なと思っています。積極的に俺がこの

チームを勝たせてやるという気持ちと

相手のコーナーキックで相手にフリー

で触られてしまう事が多い＝責任感

が薄いなと感じています。自分から積

極的に行動していくためには、誰かが

やってくれるという甘い考え方ではい

けないと思います。自分のことは自分

でやる(自立していること)と普段の私

生活から考えて行動することと自分の

行動に責任を持って行動をすることを

習慣にしていきましょう。 

引き続き子供たちが人間としても、

サッカー選手としても成長していける

ように尽力していきます。 

（今川 暉一朗） 

 

小 5 

日頃から、小 5 の選手たちはひた

むきに練習に取り組んでいる場面が

多く、とても頼もしく感じています。し

かし、少し気になる点もあります。それ

は、選手たちがやや受け身な姿勢を

見せることが多いということです。サッ

カーにおいて、積極的に取り組む姿

勢は非常に重要です。もっと自ら進ん

で挑戦し、積極的にプレーしてもらい

たいと考えています。 

サッカーは単に体を動かすだけの

スポーツではなく、考えてプレーする

ことが大切です。そのため、練習では

様々な設定や条件を加え、選手たち

に考える力や判断力を養ってもらうよ

うに心がけています。ただ指示された

ことをそのままこなすのではなく、より

有利にプレーするためにはどうすべき

かを常に考え、工夫して取り組んでも

らいたいと思います。 
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例えば、パスを出すときやドリブル

をする場面で、どのようにすればより

有利な状況になるのかを考えて選択

したり、自分のポジションをどのように

調整すればより次のプレーを有利に

運ぶことができるかを常に意識できる

ように心がけてもらいたいです。 

積極的に考え、工夫してプレーす

ることで、さらに楽しくプレーすること

に繋がり、さらなる成長が期待できる

と考えております。    (豊田 泰弘) 

 

小 4 

日頃よりクラブの活動にご理解ご協

力いただきありがとうございます。最近

では気温が高い日も増えてきました。

これから始まる本格的な夏の暑さへ

の準備を各ご家庭でもよろしくお願い

いたします。少しずつ暑さに慣れてい

くためにも日中に太陽の下で活動す

ることを意識してみてください。急な炎

天下のもとでの練習は体調を崩してし

まう原因の一つになりかねません。十

分な水分補給と睡眠をとることもあわ

せてよろしくお願いします。また練習

がある日に先に自主練習をしてから

練習に来ることで練習に来た時には

疲れてしまっている選手も見受けられ

ます。過度の疲労は集中力の低下や

体調を崩す原因となります。練習があ

る日は、練習が終わった後に足りない

分を補うなどの方法をとっていただけ

ればと思います。    （青木 達也） 

 

小 3 

練習の中で、常に選手たちには

「一つ一つのプレーにこだわっていこ

う！」と言い続けています。練習の際

にチャレンジし、ミスをすることは成長

のために非常に大事なことであり、必

要な過程です。ミスを恐れずに全力

で練習に取り組んでくれている選手

たちに感謝しています。 

サッカーにおける基本動作である

止める、蹴る、ダイレクトパスやドリブ

ルといったプレーにおいて、全選手

が頭を使ってプレーできるよう意識を

高めて練習に取り組んでほしいと思

います。自分のプレーを細部までこだ

わり、どんな状況でも最善の判断がで

きるように心がけてみてください。 

今後もチャレンジ精神を忘れず、

一つ一つのプレーに対して真剣に取

り組み、楽しみながら成長していって

もらいたいと思います。 

(栗城 聖也) 

 

小 2 

【まずは感謝を…】 

春の公式戦が終了しました。ゴー

ルデンウィークのさなか、そして最終

日は母の日にも関わらず、多くの保

護者の方々に応援に駆けつけていた

だき、多くの温かい声援をいただきま

した。また、公式戦期間中は朝早くか

らお弁当の準備をしていただき、家族

の予定を犠牲にして、春の公式戦を

優先していただき、本当にありがとうご

ざいました。 

子どもたちには、「一生懸命にプレ

ーをすること」が相手のチームや審判、

そして応援してくれたお父様、お母様

に対して感謝の気持ちを表すことに

なると伝えて公式戦に臨みました。結

果としては、0 勝 5 敗 1 分けでグルー

プリーグ7チーム中の 7位で公式戦を

終えましたが、子どもたちは「一生懸

命にプレーをすること」ができ、公式

戦期間中のわずか１０日程度の間で

さえも、一人一人のプレーには、目に

見える成長もありました。残念ながら

保護者の方々のご期待に沿う形には

なりませんでしたが、子どもたちにとっ

ては、公式戦の独特の緊張感や雰囲

気を味わうことで、少なからず心に残

るものがあり、その刺激により成長す

ることができたのではと確信していま

す。 

【公式戦を終えて…】 

先にも述べましたが、公式戦に臨

んでは「一生懸命にプレーをすること」

を子どもたちに伝えました。更に、練

習してきたプレーしか試合ではできま

せんので、普段港北小学校で練習し

ていることを最大限発揮すること（ボ

ールを止めること、蹴ること、運ぶこと）

を掲げました。こうしたサッカーの基本

的なスキルとしての「ボールを止める

こと、蹴ること、運ぶこと」については、

他のチームの選手にそれほど劣る部

分はないのですが、「戦う気持ち」や

「プレーのスピード」に関しては、大敗

した 2 チーム（0－9）に一日の長があ

ると思われました。1 点差で負けた 2

チームや引き分けたチームには「戦う

気持ち」や「プレーのスピード」というよ

りは、ボールを大切に扱う「プレーの

丁寧さ」に関して若干の差があったの

ではと思いました。 

失点のほとんどが、逆襲のカウンタ

ーによるものやゴールキックやキック

オフのボールにプレッシャーをかけら

れてのものです。これらの失点に関し

ては、技術の差というよりは、試合経
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験の不足であったり、そうしたケース

を想定しての練習不足であったりしま

す。言い換えれば、普段の活動の中

で何を大事にして練習してきたのかと

いうことだと思います。 

【何が大事か？】 

勝利という結果が得られなかった原

因は明らかです。それは、この年代に

おいて、何を大事にして子どもたちに

指導しているかということに尽きると思

います。かながわクラブでは、これま

でも何度となくお話しさせていただい

ていますが、この年代では、個人個人

に技術を身につけさせる指導を実践

しています。スキャモンの成長・発達

曲線を持ち出すまでもなく、子ども成

長段階に応じて、「ボールを止める・

蹴る・運ぶ」という基本技術の習得に

活動時間の大半を割いています。ゴ

ールデンエイジと呼ばれる脳の神経

回路の発達の著しいこの時期は、ボ

ールタッチ、ドリブル、フェイントなど、

ボールに数多く触れさせながらの

様々な技術の習得に最適な時期だ

からです。 

かながわクラブでは、大人のミニチ

ュア版のようなサッカー（小気味よくパ

スがつながるような）を子どもたちに押

し付けたりしません。また、安易に試

合に勝つために、大きくボールを蹴っ

たり、反則まがいのボディコンタクトを

子どもたちにさせたりすることもしませ

ん。先にも述べましたが、かながわク

ラブでは、この時期に勝つための練

習に時間を割くよりも、個人技術の向

上のために活動時間を費やしている

のです。試合でのプレーをご覧にな

った保護者の方々の評価は様々ある

でしょう。しかし、単に勝敗だけ、得点

だけで子どもたちを評価するのでは

なく、前述のように、クラブとして、この

時期の子どもたちに、個人の技術を

重視した指導を行っていることをご理

解いただければと思います。神経系

の発達が著しいこの時期には、数多く

ボールに触れることで、繊細なボール

コントロールやボールを止める技術、

フェイントやドリブルの技術を養って

います。なかなか試合に勝つための

練習とは言えないものではありますが

…。子どもたちにとって、将来の財産

となる技術を身につけさせたいので

す。一生涯サッカーを楽しむために

…。 

【戦う気持ち！】 

性格や成熟度により、子どもたち一

人一人の「戦う気持ち」には差があり

ます。優しさが故になかなか相手から

ボールを奪うようなプレーができない

とか、相手が迫ってくると怖気づいて

しまうといった場面も試合中にはまだ

まだ見られます。反面、生来の闘争

心から、果敢に相手に向かっていく姿

勢が身についている子もいます。この

差は現段階ではどうしようもないもの

です。 

優しい性格の子どもたちに無理矢

理荒々しいプレーやファウルすれす

れのプレーを要求しても、よほどの強

制力や精神的に恐怖感を与えなけれ

ば難しいでしょう（逆に、恐怖心から大

人の言いなりに動いてしまう子もいる

という事実も見逃せません）。 

まず、子どもたちには、サッカーで

はルールで自分自身が守られている

ことを理解させなければなりません。

ルールで守られていることが理解でき

れば、いずれは安心して（？）相手に

チャレンジしたり、ショルダーチャージ

をしたりするようになるのです。接触プ

レーにも怖さを感じなくなります。 

やがて、成長し、サッカーとはある

意味格闘技だということを頭で理解す

ることができるようになります。1対 1に

負けることが即ち試合に負けることに

なるのです。チームの勝利のために

は、激しく相手にチャレンジし、ボー

ルを奪うことが求められます。ファウル

すれすれのプレーを平然とやっての

ける大胆さも必要とされます。個人差

はあれ、いずれ成長するに伴い、「戦

う気持ち」がサッカーというスポーツを

理解することで生まれるのです。 

【最後に…】 

公式戦を経験することで、子どもた

ちが感じたものは、一人一人異なりま

す。しかし、子どもたちのサッカーが

上手くなりたいという気持ちは一つで

すので、公式戦という経験から生まれ

た様々な心の動きによって、サッカー

に対する取り組み姿勢にも変化が現

れることを期待します。引き続き保護

者の皆様には、温かい目で子どもた

ちを応援していただければと思いま

す。             (佐藤 敏明) 

 

幼児・小 1 

  5 月の活動にも多くの選手が元気

に参加し、新しい体験生もたくさん参

加してくれました。 

 幼い頃から何かに夢中になる経験

は、子どもたちの成長において非常

に重要と考えております。サッカーは

その一環として、集中力の向上や達
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成感の体験、そして何より楽しむ心を

育むことができます。ボールを追いか

けたり、ゴールを目指すことで自然と

集中力が養われ、ゴールを決めたりう

まくパスがつながったりすることで大き

な達成感を感じることができます。こ

の成功体験は、選手の自己肯定感を

高め、次への挑戦意欲を引き出しま

す。そして、何よりも大切なのはサッカ

ーを楽しむことです。楽しむことで、自

然と継続して取り組む意欲が湧き、長

期的な成長につながると考えておりま

す。 

 一方で、幼児や小学 1 年生の選手

たちとって、集中力を持続させること

は難しいことが多いです。これは自然

なことであり、我々関わる大人としては

長い目で温かく見守ることが大切で

す。練習や試合では短時間で集中で

きる活動を織り交ぜ、適度に休憩を挟

むことで、選手たちが疲れずに楽しく

サッカーに取り組むことができることを

心がけております。また、ゲームや遊

びを交えながら練習することで、飽き

ずに続けることも意識して取り組んで

おります。 

 引き続きクラブの活動を通じて、楽

しみながら成長していってもらいたい

と思います。       （豊田 泰弘） 

 

Papas 

【KSSL について】 

か な が わ ク ラ ブ は 、 KSSL の

Over40・50 に参加しています。今月

は KSSL にちょっと触れてみたいと思

います。 

KSSL(Kanagawa Senior Soccer 

League)の前身は 1984 年に設立され

た神奈川県サッカー協会郡市連盟に

なり、今年で 40 周年になります。ちな

みにかながわクラブは KSSL より 5 年

早い設立で今年で 45周年です。 

KSSLは今では、Over40が 1200名

以上、Over50が 700名以上、Over60

が 480名以上、Over70が 140名以上

の大所帯となっています。 

また、各チームからの年間登録費・

退会参加費は 1,300 万を超えていま

す。このため 2020 年に任意団体から

一般社団法人化されました。 

毎年 6 月には、各チームの代表と

理事により前年の決算報告、今年度

の予算報告が行われます。今年は 6

月 1日に実行委員会が開催され無事

承認されました。その他、クーリングブ

レイク・熱中症について報告がありま

した。クーリングブレイクは今年度も 7

～9 月に実施します。気候によっては

実施時期を早めるなどの対応を行い

ます。熱中症特別警戒アラートが発

表された場合は、ゲームは行わない

ようにしてください。 

今年も昨年同様に暑い夏が予想さ

れますので、体調管理を行いサッカ

ーを楽しんでください。 

（瀬長 義男） 

 

ヨーガ 

【生命の力】 

野菜はもちろんですが植物を育て

ることがとても好きです。植物はなにも

話しません。動きません。でも、「生き

ている」というメッセージをいつもこち

らに伝えようとしています。そのメッセ

ージが受け取れたと思えるときがとて

も幸せです。 

3 月に農協の販売所で山椒の木を

買いました。丈が 50 ㎝ほどの小さな

木です。ミカン科の木を育てたことの

ある方はお分かりかと思いますが、山

椒もその仲間とあって蝶の幼虫の大

好物なのです。以前に買った木は幼

虫に葉を全て食べられて枯れてしま

いました。今度はそういうことにならな

いようにと室内で育てることにしたの

です。 

ところがこれなら安心と思っていた

ら、ある朝、虫がついているのを発見。

２㎝位の幼虫です。いったいどこから

来たのでしょう。下から数本の枝にあ

る葉はすべて食べられてしまい丸坊

主。あわてて幼虫はつまんで室外に

出したのですが、大事に育てていた

山椒ちゃんがかわいそうな姿に。仕方

がないので上の方の枝だけでも育つ

ようにと願いながら毎日、水をあげて

いました。 

すると、ダメになってしまったと思っ

ていた枝から小さな葉がでてきたので

す。その若葉はみるみる大きくなって、

この 6 月には他の葉と同じくらいの大

きさまで育ちました。 

まるで私の気持ちが届いたかのようで

す。そして「ありがとう」というメッセージ

が山椒の木から帰ってきたように感じ

ます。 

インド哲学では、人、動物はもちろ

ん植物にも石にさえも命のエネルギ

ーが宿り意思があると考えます。何も

言わない動かない植物からのメッセ

ージが、インド哲学の真実を教えてく

れたように思えた出来事でした。 

(伊藤 玲子) 
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